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■1945（昭和20)年2月16日の原町空襲は、原町の雲雀が原に陸軍飛行

場く写真＞があり、米軍が硫黄島を奪取前に破壊するだめでした。でも飛行
場に隣接する原町紡織工場で、教師や勤労奉仕の若い男女4名が犠牲に。実，
はこれが「東北地方で初の空襲」だったことは、あまり知られておりません。
■こんな東北の片田舎でも、軍の施設があったため戦争に巻き込まれました。，
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‘鳳町躍軍鯛行増の正門 I，夛・〃菓日恭犬震舞･原諸事厳の鯨鰯’どの剛〃｜
倉本聡｢ノクターン｣で原発事故の風化考えて

南相馬市原町区野村静子さん(会員）
▼2月16日付『朝日新聞』投書より

◆
福
島
に
寄
り
添
い
、
地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
の
風
化
を
防
ご
う
と
、
倉
本
聰
さ
ん
作
、

演
出
の
舞
台
劇
『
ノ
ク
タ
ー
ン
・
夜
想
曲
』
。
◆
二
月
一
日
の
南
相
馬
市
の
公
演
は
、
直
接

舞
台
に
な
っ
た
相
双
地
区
の
被
災
地
で
の
公
演
で
、
倉
本
さ
ん
自
身
「
ど
う
被
災
民
が
受

け
止
め
る
か
、
皆
さ
ん
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か

不

櫛
澤
輔
吹
窯
籠
葎
堂
鷆
路
地

恥
ノ
！

と
主
催
の
言
島
民
友
』
が
伝
え
て
い
ま
す
。
◆
〈
右
〉
の
覇

日
新
聞
』
の
投
書
は
、
会
員
野
村
静
子
さ
ん
の
も
の
で
す
。

南
相
馬
市
公
演
も
、
全
国
巡
回
公
演
も
順
調
で
大
好
評
で
す

無
職

野
村

静
子

（
福
島
県

測
）

鳴
り
や
ま
ぬ
拍
手
と
観
客
の
涙
の
中
、
舞
台

劇
「
ノ
ク
タ
ー
ン
ー
夜
想
曲
」
の
幕
は
下
り

た
。
福
島
の
原
発
事
故
を
テ
ー
マ
に
、
急
速
に

進
む
風
化
に
一
石
を
投
じ
た
い
と
、
脚
本
家
の

倉
本
聰
さ
ん
が
つ
く
っ
た
劇
だ
。

こ
の
舞
台
を
、
原
発
を
動
か
そ
う
と
し
て
い

る
人
た
ち
、
原
発
が
立
地
す
る
自
治
体
の
首
長

や
住
民
の
方
々
に
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
。
ふ
る
さ

と
を
失
っ
た
人
た
ち
の
苦
し
み
を
、
そ
し
て
風

化
が
ど
ん
な
に
恐
ろ
し
い
こ
と
な
の
か
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

公
演
終
了
後
、
名
古
屋
か
ら
来
た
と
い
う
若

い
女
性
に
会
っ
た
。
「
え
っ
、
ど
う
し
て
遠
く

か
ら
」
ど
問
う
私
に
、
彼
女
は
答
え
た
。
「
名

古
屋
で
公
演
を
見
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ

た
の
か
で
終
わ
り
。
被
害
を
受
け
た
人
た
ち
の

倉
本
劇
で
原
発
事
故
の
風
化
考
え
て

中
に
入
っ
て
見
て
こ
そ
、
受
け
止
め
ら
れ
ま

す
。
情
報
通
の
私
の
友
人
さ
え
、
福
島
に
は
も

う
仮
設
住
宅
は
な
い
ん
で
し
ょ
う
と
言
っ
て
ま

す
。
も
う
風
化
し
て
ま
す
よ
』

劇
が
上
演
さ
れ
た
福
島
県
南
相
馬
市
に
は
今

も
２
８
０
０
軒
近
い
仮
設
住
宅
が
あ
る
。
地
震

と
津
波
で
家
を
失
っ
た
人
た
ち
、
放
射
能
汚
梁

で
家
に
帰
れ
な
い
人
た
ち
が
入
っ
て
い
る
。
皆

将
来
が
見
通
せ
な
い
。
私
自
身
も
被
災
者
だ
。

１
年
８
カ
月
間
、
仙
台
に
避
難
し
た
後
、
福
島

県
の
自
宅
に
戻
っ
て
き
た
。
除
染
は
終
わ
っ
て

お
ら
ず
、
ス
ト
レ
ス
で
体
調
が
悪
い
。

日
々
新
し
く
起
こ
る
事
件
・
事
故
や
宝
湿
五

輪
に
向
け
て
の
報
道
の
陰
で
、
原
発
事
故
が
忘

れ
去
ら
れ
て
い
く
不
安
を
感
じ
る
。
安
倍
晋
三

首
相
は
衆
院
選
の
際
に
「
福
島
の
復
興
な
く
し

て
日
本
の
再
生
は
な
い
」
と
断
言
し
た
。
そ
の

壹
曇
を
ど
う
か
忘
れ
ば
い
で
ほ
し
い
。

－＜野村静子さんの戦争体験＞
は兵隊の服を作っていました。昭和2
82歳の姉から驚くような事実を聴
高等科（今の小学）5，6年生をそ

｢戦争中、
0年2月
きました
の工場に

原町紡織工場（現・国見団地）
16日の原町空襲のこと、私の
。国民学校の鈴木小松先生が
引率して勤労奉仕中、米軍の
，O

引

飛行機から機関銃で撃たれて大騒ぎとなり、我が家の前を担架で渡邊病院に運ばれ
ていくのを見たそうです。戦争について書かれた本は沢山ありますが、体験者は少
なくなっています。昭和15 年生まれの私が記憶してる最後の世代です。出撃する
特攻隊員を夜明け前、姉と私の両親が原ノ町駅に見送ったことも覚えています。」

（これは、PCメールで送られてきましたが、上の題字の小文と照らしてお読みください｡）

○皆様の『戦争体験」『涯災体験』「主張」などを事務局へお寄せください。
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大槻さんの写真で
“大震礎ﾐﾆ写真パネル"40枚ができました

事務局では、原町区の写真家大槻明生さん（会員）が震災直後に南相馬市の津波などの

災状況を撮影された貴菫な写真をもとに、約40枚の写真パネルを制作しましだ。■大
さんは震災の翌3月12日から、避難しても月数回南相馬市に帰られて、数千枚の貴重

被災写真を撮り続けました。■この写真パネルは横52cm、縦38cmの大きさで、説明文
手書きの手作りですが、大槻さんのモノクロ写真は大変迫力があり、被災状況を強く訴

てきます。■元ﾉﾏ、関東地方の人々に知っていただくために制作し、2月中旬に三麿市
の“まんさく展'，で展示。このパネルや、本会会員からのハガキに書かれた脱原発のメ

セージ数十人分は、インターネット|…震函ご覧になれます。

■
被
槻
な
も
え
で
ッ

承ツトでご驚くたきﾉ〃
トシイの？と、他の土地の方々
らされ、「原発は安全」と信じ
に、何を言い怒ればいいのか。

福島、浜通りの原発被災地の人達はなんでそんなにオトナシイの？と、他の土地の方々
から言われることがあります。政財界の圧倒的な力で黙らされ、「原発は安全」と信じ

こまされ、今度は事故はなかったことにの全国の動きの前に、何を言い怒ればいいのか。

福島中を逃げまわって、ようやく広島の娘たちの家に落ち着いて4『年に

翼
りますが、望郷の思いはつのるばかりです。南相馬市小高区の自宅は撤
が決まっているとのことです。古巣の人達としゃべりたくてなりません

最終処分も出来ない様な原発は、負の遺産として次世代に残してはいけ
い。避難訓練よりも再稼働を阻止すべきだ。

○

○

○

|「日本国憲法を基礎として築いた平和と繁栄を享受』
‐＜2月23日、55歳の誕生日｡皇太子さまの発言＞ －
「私自身、戦争を体験していないが、戦争の記憶が薄れようとしている
今日、謙虚に過去を振り返り、戦争を知らない世代に悲惨な体験や日本
がたどった歴史が正しく伝えられていくことが大切です｡」「(戦後の日本
は）日本国憲法を基礎として築き上げられ、平和と繁栄を享受している」
「(戦後70年の）本年が平和の尊さを心に刻む機会になれば」
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と発言された皇太子殿下。憲法の解釈を変えて戦争への道を突き進む安倍首相へ、暗に薑告を

発しているかのようです。また、ここ数年の天皇の発言も、『日本国憲法を大切に」と訴えて
おられます。●ところで、「日本の平和と繁栄は日本国憲法を基礎としている｣ときちんと報
道している新聞は、『毎日新聞』『福島民報』『福島民友』で、『朝日・読売・日本経済・産経』
の各新聞ではこの部分の報道はないということです。メディアが萎縮しています。
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○束京ﾏﾗｿﾝで日本勢ﾄｼ認の今井正人さん・世界陸上へ○ 1
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